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快適性　人が感じる感覚を物理量として評価

自動車内装材の肌触り性能は、材料の各種物性
評価を組み合わせて総合的に評価する必要がある

・触感
・座り心地
・静音、防音
・高級感

【ポリマー材料】

表面
バルク

物性評価
形態観察
分子構造評価

凹凸

熱伝導率

摩擦力

高反発 押したときの戻りが速い

たわみ量

濡れ性

自動車の快適性を評価するうえで、従来は五感に頼っていた感覚をポリマーの表面・バルク分析や
各種物性評価を行うことで物理量として定量的に評価し、総合的に解析する。

肌触りの評価 静音・防音の原因解析

自動車シートに使用される軟質ウレタンの座り心地性能は、押したときの反発性と分子鎖の高次構造との
関係性から評価できる

柔らかい成分の比率と反発性との相関を解析する
パルスNMR、粘弾性

座り心地の比較試験

表面分析
　・摩擦係数
　・表面形状観察 (数値化 )
　・表面の元素や官能基

バルク分析
　・内部構造観察 (ゴムの分散など）
　・粘弾性 (tanδ)
　・結晶性

音の発生模式図

樹脂A
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樹脂 B

低反発 押したときの戻りが遅く沈み込む

自動車の静音性能を向上させるためには、音の発生
原因や材料の防音や吸音のメカニズムを解明するこ
とが重要である

官能評価 部材解析・劣化解析

相関解析

耐久性試験
　・熱老化試験
　・耐湿熱試験
　・耐候性試験
　・耐薬品性試験

株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします https://www.mcanac.co.jp
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